
伊永　勉 （これなが　つとむ） 氏
エクスプラス災害研究所　所長

事務局宛に以下を添えてお申し込みください。締切：6月27日(月)　定員：50名・先着順
①お名前  ②所属・役職  ③電話番号  ④メールアドレス  ⑤参加形態：隊員・一般（領収書の要・否）⑥懇親会参加の有・無

※隊員であるなしを問わず、団体、個人のどなたでもご参加いただける勉強会です。お気軽にお申し込みください。
　また、隊員登録で参加費が割安になります。詳しくは事務局にお問い合わせください。

(C)Yahoo Japan,(C)ZENRIN 100 m

参加方法

日　程

講　師

テーマ

平成28(2016)年  6 月 29日(水)

参加費
●定例会  隊員：1,000円
　　　      一般：2,000円 ※ 注1）
●懇親会  一律：3,500円 ※注2）

※注1）希望者には定例会、懇親会ともに、領収証をご用意いたします。申込み時に参加形態（隊員・一般）と領収証の要否を添えてください。
※注2）懇親会の当日キャンセルにつきましてはキャンセル料が発生いたしますのでご了承頂きますようお願い申し上げます。 
　　　

会　場

大阪市北区堂島2-1-31 京阪堂島ビル1階

リストランテ・
コローナ

防災企業連合　関西そなえ隊　事務局：　湯井 恵美子(ぬくい えみこ)
office@kansai-sonaetai.com   http://kansai-sonaetai.com/   
　　　　  防災企業連合　関西そなえ隊

地下鉄西梅田駅より  徒歩3分
JR東西線北新地駅より 徒歩3分
JR大阪駅，地下鉄梅田駅より 徒歩7分
ドウジマ地下センター（ドウチカ）Cー83出口より徒歩30秒

～大規模災害に備えて、事業所は
　　　従業員と利用者の安全をどのように確保できるか～
　大阪の主要ターミナルにおける帰宅困難者対策の現状

帰宅困難者対策を考える

防災企業連合 関西そなえ隊　第14回 定例会2016  6/29

06-4795-5567
http://www.r-corona.com/

17:30  受付開始
●定例会 18:00-20:00 
●懇親会 20:10～ 
※今回は、定例会に引き続き、
　同会場にて懇親会を行います。



防災企業連合 関西そなえ隊　第14回 定例会2016 6/29

まずは予定を
押さえよう！

●定例会　今後の開催予定　～こちらもご予定ください！（第14回との連動企画で行います。）
　　第15回　2016年 8月 24日 (水) 18：00～
　　テーマ：帰宅困難者支援施設 運営ゲーム（ＫＵＧ）を経験しよう！（予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

プログラム

●防災企業連合　関西そなえ隊 「定例会」について
「関西そなえ隊」では、「定例会」として2ヵ月に１度、防災・減災の学びを共有する勉強会
を開催しています。事前のお申し込みで団体・個人を問わずどなたでもご参加いただけます。
●隊員募集！
「関西そなえ隊」では隊員登録を推奨しています。隊員にはさまざまなメリットをご用意して
いきます。隊員になってぜひいっしょに活動しませんか？ご関心のある方はお気軽に事務局ま
でご連絡ください。

講師
プロフィール 阪神・淡路大震災において西宮ボランティアネットワークを設立し官民連携ボランティア活動を推進

後、全国初の民間防災専門の研究機関「ADI災害救援研究所」を設立（阪神淡路大震災復興誌第4巻第10
章にも記載）。国内外の地震津波・風水害において33回にわたり、被災地の救援と後援支援の調整を目
的とした災害救援コーディネータに従事。同時に国・都道府県市町村・自主防災組織・企業を対象とし
た防災コンサルティング業務、執筆活動、防災啓発活動を行い、災害対策本部の訓練や自主防災組織の
研修会、避難訓練等2千回を超え実施。
現在は熊本大地震のアドバイスを展開。

 伊永　勉これなが　つとむ）  氏
株式会社エクスプラス災害研究所　所長　（関西そなえ隊　隊員）

連絡先：　防災企業連合　関西そなえ隊　事務局　
　　　　　office@kansai-sonaetai.com   http://kansai-sonaetai.com/   

帰宅困難者対策を考える
～大規模災害に備えて、事業所は
　　従業員と利用者の安全をどのように確保できるか～
　大阪の主要ターミナルにおける帰宅困難者対策の現状

　5年前の3.11。その日、首都圏で550万人の帰宅困難者が発生しました。政府は、「無理な帰宅を控
えるよう」発表し、帰宅支援ステーション（コンビニ・SS等）約15,000店に水道水・トイレ・情報の
提供を要請。都や区市町は1,000か所の避難場所を用意し、東京都は約10万人を受け入れました。

　しかしその一方で、近年経験したことのない大地震を迎え、大勢の人が「辛くても、歩いて帰ろ
う」と判断し、交通網が麻痺した道路を長時間かけて歩くという行動をとってしまいました。多くの
企業は従業員が徒歩でも帰宅することを認めてしまいました。ですが、その判断は大きな間違いだっ
たと言えます。大規模災害時、多数の徒歩帰宅者は、救急救助活動への障害となる可能性があるた
め、一斉帰宅の抑制を前提とした対策が求められます。

　組織で生きる私たちは、従業員や顧客を守るために日頃からどのように備え、いざその時にはどの
ように行動するべきなのでしょうか。今一度、考えてみましょう。


